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第
17
回
国
民
医
療
推
進
協
議
会
総
会

国民医療推進協議会とは
　平成16年10月、「国民の健康
の増進と福祉の向上を図るた
め、医療・介護・保健及び福祉
行政の拡充強化をめざし、積極
的に諸活動を推進すること」を

目的に、日本医師会が各医療関係団体等
に呼び掛け、発足したものである。
　これまで、国民皆保険制度を守るため
の活動や禁煙推進運動などの活動を行っ
てきた。
　現在は41団体が参加しており、日本医
師会の松本吉郎会長が会長を務めている。

キーワード

今
回
の
総
会
は
、
昨
今
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や

人
件
費
の
上
昇
を
始
め
と
す

る
急
激
な
物
価
高
騰
・
賃
金

上
昇
に
よ
り
、
医
科
歯
科
医

療
機
関
、
薬
局
、
介
護
施
設

等
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

日
本
医
師
会
の
呼
び
掛
け
に

よ
り
、
急
き
ょ
開
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

総
会
は
釜

敏
日
本
医
師

会
常
任
理
事
の
司
会
で
開

会
。
冒
頭
、
国
医
協
会
長
と

し
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
松

本
吉
郎
日
本
医
師
会
長
は
、

ま
ず
、
全
国
の
医
療
関
係
者

に
対
し
て
、
「
本
来
の
役
割

を
超
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
尽
力
し
て
頂
い
た
」
と
し

て
、
感
謝
の
意
を
表
明
。
今

回
の
総
会
に
つ
い
て
は
、「
６

月
の
閣
議
決
定
に
向
け
て

『
骨
太
の
方
針
』
に
関
す
る

議
論
が
本
格
化
し
て
き
て
い

る
が
、
国
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
に
も
、
こ
の
『
骨

太
の
方
針
』
に
、
医
療
・
介

護
分
野
等
に
お
け
る
物
価
高

騰
と
賃
上
げ
へ
の
対
応
に
つ

い
て
明
記
し
て
も
ら
い
、
必

要
な
財
源
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
。
そ

の
実
現
に
向
け
た
協
力
を
求

め
た
。

続
い
て
、
国
医
協
の
３
名

の
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

堀
憲
郎
国
医
協
副
会
長

（
日
本
歯
科
医
師
会
長
）
は
、

「
歯
科
で
は
個
人
立
の
診
療

所
が
約
75
％
を
占
め
て
い
る

た
め
、
物
価
高
騰
の
影
響
は

極
め
て
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
」
と
指
摘
。
ま
た
、

こ
の
問
題
は
医
療
・
介
護
分

野
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
総
会
で
こ
の

問
題
を
構
成
団
体
で
共
有

し
、
決
議
を
採
択
す
る
意
義

は
極
め
て
大
き
い
と
し
た
。

山
本
信
夫
国
医
協
副
会
長

（
日
本
薬
剤
師
会
長
）

は
、
「
経
営
基
盤
が

脆ぜ
い

弱
じ
ゃ
く

な
薬
局
は
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
大
変

厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
っ
た
が
、
今
回
の

物
価
高
騰
の
影
響
で

そ
の
厳
し
さ
は
更
に

増
し
て
い
る
」
と
し
、

「
そ
の
対
応
の
た
め

に
も
財
源
を
し
っ
か

り
確
保
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

福
井
ト
シ
子
国
医

協
副
会
長
〔
日
本
看

護
協
会
長
（
当
時
）
〕

は
、
「
物
価
高
騰
に

よ
り
、
医
療
機
関
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
各
施

設
で
は
経
営
努
力
に
よ
り
、

そ
の
場
を
し
の
い
で
き
た

が
、
そ
れ
も
限
界
に
き
て
い

る
」
と
主
張
。
国
民
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た

め
に
も
、
診
療
報
酬
上
の
評

価
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

議
事
で
は
、
釜

日
本
医

師
会
常
任
理
事
が
今
回
の
総

会
の
開
催
趣
旨
を
説
明
し

た
。そ

の
中
で
は
、
（
１
）
政

府
が
物
価
高
騰
に
対
す
る
追

加
策
と
し
て
、
「
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
地
方
交
付
金
」
の
積

み
増
し
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
「
医
療
・
介
護
・

保
育
施
設
、
学
校
施
設
、
公

衆
浴
場
等
に
対
す
る
物
価
高

騰
対
策
支
援
」
を
価
格
高
騰

へ
の
対
応
に
効
果
的
と
考
え

ら
れ
る
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

と
し
た
が
、
都
道
府
県
等
の

対
応
に
よ
っ
て
地
域
で
ば
ら

つ
き
が
生
じ
て
い
る
他
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
届
く

ま
で
に
一
定
の
期
間
を
要
す

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
、

（
２
）
現
在
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
等
に
よ
る
世
界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
、
そ

れ
と
相
ま
っ
て
人
件
費
の
上

昇
を
始
め
と
す
る
急
激
な
物

価
高
騰
・
賃
金
上
昇
の
状
況

に
あ
る
が
、
公
定
価
格
に
よ

り
運
営
す
る
医
科
歯
科
医
療

機
関
、
薬
局
、
介
護
施
設
等

は
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
物
価
高
騰
と
賃
上

げ
へ
の
対
応
に
は
十
分
な
原

資
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
、

（
３
）
多
く
の
介
護
施
設
に

お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
及
び

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
っ
て

経
営
上
の
収
支
が
悪
化
し
、

更
に
元
々
不
足
し
て
い
る
介

護
従
事
者
が
、
比
較
的
賃
金

の
高
い
他
産
業
へ
流
出
し
て

し
ま
う
こ
と
が
増
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
施
設
の

維
持
に
支
障
、
困
難
を
来
す

状
況
と
な
っ
て
い
る

─
こ

　第17回国民医療推進協議会（以下、国医協）総会が5月31日、日本医
師会館小講堂で構成団体（41団体）のうち39団体の参加の下、急きょ、
WEB会議により開催され、6月に閣議決定される予定のいわゆる「骨太の
方針」に令和6年度のトリプル改定での物価高騰と賃上げへの対応を明記
するとともに、そのために必要な財源の確保を求める決議（別掲）を全会
一致で採択した。

と
等
を
説
明
。

更
に
、
こ
ど
も
・
子
育
て
、

少
子
化
対
策
の
財
源
を
捻
出

す
る
た
め
、
診
療
報
酬
の
抑

制
、
医
療
機
関
収
支
の
適
正

化
等
を
行
う
べ
き
と
の
意
見

が
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
、「
こ

ど
も
・
子
育
て
、
少
子
化
対

策
は
大
変
重
要
な
政
策
で
あ

る
が
、
病
や
障
害
に
苦
し
む

方
々
の
た
め
の
財
源
を
切
り

崩
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し

た
。そ

の
上
で
、
「
労
働
力
人

口
６
９
０
０
万
人
の
約
12
％

に
当
た
る
、
約
８
０
０
万
人

の
全
国
の
医
療
・
介
護
従
事

者
の
賃
上
げ
を
喫
緊
に
実
現

す
る
た
め
に
も
、
令
和
６
年

度
の
ト
リ
プ
ル
改
定
で
物
価

高
騰
と
賃
上
げ
へ
の
対
応
を

『
骨
太
の
方
針
』
に
明
記
し
、

必
要
財
源
を
確
保
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
、
今
回
の
総

会
で
国
医
協
の
総
意
と
し

て
、
決
議
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

引
き
続
き
、
協
議
に
移
り
、

決
議
案
は
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
、
総
会
は
終
了
と
な
っ

た
。今

後
、
国
医
協
で
は
本
決

議
を
基
に
、
関
係
各
方
面
に

対
し
て
そ
の
実
現
を
強
く
求

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。

医
療
介
護
12
団
体
で 

合
同
声
明
ま
と
め
る

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
日
本
医
師
会
で
は
、
総

会
の
開
催
に
先
立
つ
５
月
25

日
に
は
、日
本
歯
科
医
師
会
、

日
本
薬
剤
師
会
、
日
本
看
護

協
会
、
日
本
病
院
会
、
全
日

本
病
院
協
会
、
日
本
医
療
法

人
協
会
、
日
本
精
神
科
病
院

協
会
、
全
国
医
学
部
長
病
院

長
会
議
、
全
国
老
人
保
健
施

設
協
会
、
全
国
老
人
福
祉
施

設
協
議
会
、
日
本
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
と
共

に
、
「
医
療
・
介
護
に
お
け

る
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
へ

の
対
応
を
求
め
る
合
同
声

明
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
（
声
明
の
全
文
は
日
本

医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
）。

決　議
　エネルギー価格の高騰や、それと相まって人件費の上
昇をはじめとする急激な物価・賃金高騰の状況にある。
しかしながら、公定価格により運営する医科歯科医療機
関、薬局、介護施設等は、価格に転嫁することができず、
物価高騰と賃上げへの対応には十分な原資が必要であ
る。
　一方で、こども・子育て、少子化対策は大変重要な政
策であるが、病や障害に苦しむ方々のための財源を切り
崩してはならない。
　国民の生命と健康を守るため、全就業者の約12％（約
800万人）を占める医療・介護分野の就業者がしっかり
と役割を果たせるよう、医療・介護分野における物価高
騰・賃金上昇に対する取組を進め、国民に不可欠な医療・
介護を確保する必要がある。
　よって、「骨太の方針」に、令和 6年度のトリプル改定
での物価高騰と賃上げへの対応を明記していただき、必
要財源を確保することを、本協議会の総意として、強く
要望する。

以上、決議する。
　令和 5年5月31日

国民医療推進協議会
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■■■■■■■■

少
子
化
対
策
の
財
源
や

 

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
で

見
解
示
す

■■■■■■■■

規
制
改
革
推
進
会
議

 

医
療
・
介
護
・
感
染
症
対
策

  

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
Ｎ
Ｐ
の
議
論
に
つ
い
て

5
月
24
日

松
本
吉
郎
会
長
は
記
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、

（
１
）
少
子
化
対
策
の
財
源

を
巡
る
政
府
の
議
論
、
（
２
）

昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
マ

イ
ナ
保
険
証
の
保
険
資
格
情

報
の
誤
登
録

─
に
つ
い

て
、
日
本
医
師
会
の
考
え
を

説
明
し
た
。

（
１
）
に
関
し
て
は
、
特

に
少
子
化
対
策
は
今
後
の
日

本
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政

策
の
財
源
確
保
は
重
要
だ
と

す
る
一
方
で
、
「
物
価
高
騰

や
賃
金
上
昇
が
進
む
中
で
、

全
就
業
者
の
12
％
（
約
８
０

０
万
人
）
を
占
め
る
医
療
・

介
護
分
野
の
就
業
者
だ
け
が

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
国
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
も
国

民
に
不
可
欠
な
医
療
を
確
保

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に

な
る
」
と
主
張
。

政
府
に
対
し
て
は
、
「
財

源
に
限
り
が
あ
る
中
で
難
し

い
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
ど

も
・
子
育
て
政
策
と
社
会
保

障
の
両
方
の
視
点
を
も
っ
て

ト
ー
タ
ル
で
考
え
、
そ
の
両

方
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
求
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、（
２
）
に
つ
い
て
は
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、

今
後
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
と

な
る
大
変
重
要
な
仕
組
み
で

釜

敏
常
任
理
事
は
、
日

本
医
師
会
及
び
日
本
病
院

会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日

本
医
療
法
人
協
会
、
日
本
精

神
科
病
院
協
会
が
合
同
で
、

ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
（
Ｎ
Ｐ
）
に
関
す
る
声
明

「
規
制
改
革
推
進
会
議
医

療
・
介
護
・
感
染
症
対
策
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
）
の
議
論
に
つ

い
て
」
（
下
掲
）
を
取
り
ま

と
め
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

今
回
の
声
明
は
、
規
制
改

革
推
進
会
議 

医
療
・
介
護
・

感
染
症
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
の

創
設
を
求
め
る
意
見
が
出
さ

れ
る
中
で
、
（
１
）
在
宅
医

の
推
進

─
に
関
す
る
考
え

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

（
１
）
で
は
、
①
医
療
機

関
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
共
に
連
絡
体
制
に
つ

い
て
今
一
度
確
認
し
、
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
第
一
に

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
②
医

療
の
安
全
の
確
保
、
医
療
事

故
に
対
す
る
責
任
の
所
在
、

新
た
な
職
種
が
実
際
の
不
足

場
面
で
役
割
を
担
え
る
か

等
、
根
本
的
な
議
論
が
不
可

欠
で
あ
り
、
十
分
な
議
論
無

し
に
判
断
が
下
さ
れ
れ
ば
、

令和5年5月24日

規制改革推進会議医療・介護・感染症対策ワーキンググループ 
におけるナースプラクティショナー（NP）の議論について
	 日本医師会
	 日本病院会
	 全日本病院協会
	 日本医療法人協会
	 日本精神科病院協会

　現在、規制改革推進会議医療・介護・感染症対策ワーキンググループにおい
て、　在宅医療における課題を解決するものとして新たな資格（ナースプラク
ティショナー、以下NP）の創設を求める意見が出されています。
　我々は、国民の健康・生命を守る立場から、以下の通り考えます。

１．在宅医療における課題への対応
現在のNPに関する主張は、主に、在宅医療において、訪問看護師と医師

との連絡がうまくいかず、患者さんへの対応が遅れるケースがあるとの指摘
のもとで行われています。しかし、そうした医療機関の外での事態について
は、医療機関及び訪問看護ステーションがともに連絡体制について今一度確
認し、連携体制を強化することが第一に行われるべきことです。緊密な連絡
体制の構築は、在宅医療の実施にあたって当然なされなければならないもの
であり、その点を改善しないまま、新たな資格により看護師が診断・処方を
すれば解決するということはあり得ません。
また、医療の安全の確保、医療事故に対する責任の所在、新たな職種が実

際の不足場面で役割を担えるかなど根本的な議論が不可欠であり、十分な議
論なしに判断が下されるのであれば、日本の将来の医療提供体制にとって、
悪影響を及ぼすことが懸念されます。
他方、地域の在宅医療を面で支える体制を早急に構築することが大切とな

ります。訪問看護師が抱える困難や、医師や医療機関に対する要望にもきち
んと耳を傾け、改善すべきところは改善していく所存です。

２．特定行為研修の推進
日本医師会が、在宅医療を行っている医師を対象に行ったヒアリングでは、

訪問看護師との連携がうまく取れている場合には、必ずしも特定行為研修の
必要性を感じないという声もありました。ただ、特定行為研修を修了した看
護師であれば、褥瘡の処置や気管カニューレの交換など、患者が通院したり
医師が訪問せずに行うことができたりするなどのメリットもあることから、
今後、在宅医療分野における特定行為研修を推進していくことは必要と考え
ます。
そのためには、医師側も特定行為研修制度をしっかり理解し、手順書の作

成や実習の受け入れなど、積極的に活用・支援していくことが求められます。
引き続き、制度の周知に努めるとともに、研修の推進に協力してまいります。

療
に
お
け
る
課
題
へ
の
対

応
、
（
２
）
特
定
行
為
研
修

あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

正
確
に
デ
ー
タ
の
登
録
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提

で
あ
る
」
と
指
摘
。「
国
民
・

患
者
ば
か
り
で
な
く
、
医
療

機
関
に
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
信
頼
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
り
、
国
や
保
険
者
、

シ
ス
テ
ム
の
運
営
主
体
で
あ

る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
に
は
、
デ
ー
タ
の
正
確

性
の
確
保
に
引
き
続
き
全
力

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
し
た
。

更
に
、
国
に
対
し
て
は
、

何
か
問
題
や
疑
問
が
生
じ
た

場
合
な
ど
に
、
国
民
・
患
者

の
皆
さ
ん
や
医
療
機
関
が
報

告
・
相
談
で
き
る
窓
口
の
拡

充
と
そ
の
周
知
・
広
報
、
相

談
に
対
す
る
懇
切
丁
寧
な
対

応
も
併
せ
て
強
く
求
め
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

日
本
の
将
来
の
医
療
提
供
体

制
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念

が
あ
る

─
こ
と
等
を
主

張
。
そ
の
上
で
訪
問
看
護
師

が
抱
え
る
困
難
や
、
医
師
や

医
療
機
関
に
対
す
る
要
望
に

も
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
、
改

善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し

て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、（
２
）
で
は
、
特
定

行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護

師
で
あ
れ
ば
、
褥

じ
ょ
く
そ
う瘡

の
処
置

や
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換

な
ど
を
、
患
者
の
通
院
や
医

師
の
訪
問
を
要
せ
ず
行
え
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
今
後
、
在
宅
医
療
分
野

に
お
け
る
特
定
行
為
研
修
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、

医
師
側
に
お
い
て
も
制
度
を

理
解
し
、
積
極
的
に
活
用
・

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

引
き
続
き
、
制
度
の
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
研
修
の

推
進
に
協
力
し
て
い
く
と
の

考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

Ｎ
Ｐ
に
つ
い
て
、
「
ア
メ
リ

カ
の
よ
う
に
医
療
現
場
で
役

割
を
担
っ
て
い
る
国
も
あ
る

が
、
国
に
よ
っ
て
医
療
提
供

体
制
は
異
な
り
、
日
本
で
本

当
に
必
要
で
あ
る
の
か
、
し

っ
か
り
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
。
声
明
に
つ
い

て
は
、
国
民
の
生
命
・
健
康

を
守
る
立
場
か
ら
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
と
強
調
し

た
。そ

の
他
、同
常
任
理
事
は
、

日
本
医
師
会
と
し
て
、
現
場

で
実
際
に
訪
問
看
護
師
が
、

医
師
と
の
連
絡
が
つ
か
ず
、

そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
事
案

を
把
握
す
る
た
め
、
４
月
下

旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け

て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
対
象
に
、
医
師
と
の
連

絡
体
制
に
関
す
る
緊
急
調
査

を
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
。

「
結
果
に
つ
い
て
は
現
在
集

計
中
で
あ
る
が
、
連
絡
体
制

の
問
題
で
患
者
さ
ん
の
状
態

が
悪
化
し
た
と
い
う
事
例
は

非
常
に
少
な
く
、
規
制
改
革

推
進
会
議
が
求
め
て
い
る
よ

う
な
、
看
護
師
が
診
療
し
て

処
方
を
す
る
と
い
う
新
た
な

資
格
を
創
設
し
な
け
れ
ば
解

決
で
き
な
い
状
況
に
は
な

い
」
と
強
調
。
集
計
結
果
に

つ
い
て
は
、ま
と
ま
り
次
第
、

公
表
す
る
意
向
を
示
し
た
。
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評
価
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
請
状
況
と

 
解
説
集（
要
約
版
）の

公
開
に
つ
い
て

城
守
国
斗
常
任
理
事
は
、

医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
評
価
セ
ン

タ
ー
）
へ
の
申
請
状
況
並
び

に
『
医
療
機
関
の
医
師
の
労

働
時
間
短
縮
の
取
組
の
評
価

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
評
価
項
目
と
評
価
基
準
）

解
説
集
』
の
要
約
版
を
作
成

し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
を
始
め
た
こ

　日本医師会では、「生命を見つめるフォト＆エッセー」を読売新聞社と共に、

厚生労働省、文部科学省の後援を得て、実施しております。

　コンテストでは、患者さんとの思い出や、ご自身あるいはご家族の闘病経

験、介護や生命の誕生にまつわるエッセー、あるいは生命の輝く瞬間を捉え

た写真を募集しています。

　前回（第6回）のコンテストでは、干支のぬいぐるみを通した患者さんとの

交流を描いた鹿児島県の田上寛容先生の作品が「読売新聞社賞」を受賞して

いるように、会員の先生方でもご応募が可能となっておりますので、ぜひ、作

品をお寄せ下さい。

　また、フォト部門では小中高生の部、エッセー部門では小学生

の部、中高生の部をそれぞれ設けております。ぜひ、お子さんや

お孫さんなどに作品応募へのお声掛けをお願いいたします。

フォト部門 エッセー部門
応募締切

2023年10月4日㊌必着

作品
募集中

と
を
報
告
し
た
。

評
価
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
請

状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10

月
の
受
付
開
始
以
来
、
３
月

以
降
は
月
に
30
件
以
上
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
５
月
22
日

ま
で
に
１
２
１
件
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
こ
と
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
現
在
ま

で
に
申
請
の
あ
っ
た
医
療
機

関
が
指
定
申
請
を
予
定
し
て

い
る
特
例
水
準
の
割
合
を
説

明
。
全
体
で
は
８
割
を
超
え

る
医
療
機
関
が
Ｂ
水
準
の
指

定
申
請
を
予
定
し
て
お
り
、

連
携
Ｂ
及
び
Ｃ
─

１
水
準
は

そ
れ
ぞ
れ
４
割
弱
と
い
っ
た

状
況
と
な
っ
て
い
る
他
、
対

象
医
療
機
関
を
大
学
病
院
に

限
定
し
て
み
る
と
、
主
に
地

域
の
医
療
機
関
へ
多
く
医
師

を
派
遣
し
て
い
る
大
学
病
院

で
は
９
割
近
く
が
連
携
Ｂ
水

準
の
取
得
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。

解
説
集
の
要
約
版
に
つ
い

て
は
、
作
成
に
至
っ
た
背
景

と
し
て
、
評
価
セ
ン
タ
ー
で

は
、
評
価
受
審
に
必
要
な
資

料
作
成
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
医
療
機
関
の
医
師

の
労
働
時
間
短
縮
の
取
組
の

評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
解
説
集
を
公
開
し
、「
こ

れ
を
参
考
に
資
料
を
作
成
し

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
評
価

項
目
の
考
え
方
等
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
や

関
係
者
か
ら
多
く
の
質
問
を

受
け
て
い
た
」
と
説
明
。

ま
た
、
要
約
版
の
特
徴
と

し
て
は
、
（
１
）
評
価
受
審

に
必
要
な
資
料
を
作
成
す
る

上
で
共
通
す
る
事
項
へ
の
注

意
点
や
対
応
に
つ
い
て
、
冒

頭
に
記
載
し
て
い
る
、
（
２
） 

個
々
の
評
価
項
目
に
つ
い
て

は
、
評
価
に
当
た
っ
て
確
認

す
べ
き
点
を
明
示
し
、
必
要

な
資
料
を
具
体
的
に
示
し
て

い
る
、
（
３
）
こ
れ
ま
で
多

く
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
箇
所

は
注
意
書
き
を
加
え
、
よ
く

見
ら
れ
る
誤
解
や
添
付
資
料

の
間
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も

例
示
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う

な
資
料
が
必
要
に
な
る
か
と

い
っ
た
点
に
も
解
説
を
加
え

て
い
る

─
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
「
評
価
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
医
療
機
関
の
医
師
の

労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の
取

り
組
み
の
評
価
だ
け
で
な

く
、
医
療
機
関
の
評
価
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
勤
務
環

境
の
改
善
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
回
の
解
説
集
の
要
約

版
は
そ
の
支
援
の
一
環
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
、
受
審

準
備
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
活

用
し
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

小
児
在
宅
ケ
ア
検
討
委
員

会
は
こ
の
ほ
ど
、
中
間
答
申

を
取
り
ま
と
め
、
５
月
10
日

に
中
尾
正
俊
委
員
長
（
大
阪

府
医
師
会
副
会
長
）
か
ら
松

本
吉
郎
会
長
に
提
出
し
た
。

本
委
員
会
は
、
令
和
４
年

12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
委
員
会
に
お
い
て
、
松

本
会
長
よ
り
「
医
療
的
ケ
ア

児
の
自
立
を
支
援
す
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い

て
」
検
討
す
る
よ
う
諮
問
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
委

員
会
を
開
催
し
て
き
た
。

今
回
の
中
間
答
申
は
、
各

地
域
で
小
児
の
在
宅
医
療
提

供
体
制
を
整
備
し
て
い
く
た

め
に
は
、
診
療
報
酬
上
の
課

題
を
改
善
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

た
要
望
を
議
論
し
、
以
下
の

観
点
に
基
づ
い
て
取
り
ま
と

め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

１
．
診
療
所
や
成
人
を
対
象

と
す
る
在
宅
医
の
小
児
在
宅

医
療
へ
の
参
画
を
促
す
観
点

か
ら
、
診
療
報
酬
上
の
課
題

を
改
善
す
る
。

２
．
小
児
独
特
の
病
態
に
対

し
て
適
切
な
在
宅
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
診
療
報
酬

上
の
課
題
を
改
善
す
る
。

３
．
医
療
的
ケ
ア
児

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
入
院

医
療
を
含
め
た
診
療

報
酬
上
の
制
約
を
見

直
す
。

４
．
高
度
医
療
的
ケ

ア
児
が
保
護
者
の
同

伴
な
し
に
安
全
に
保

育
・
教
育
を
受
け
る

こ
と
は
、
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
法
で
国
・

地
方
公
共
団
体
の
責

務
と
明
示
さ
れ
た
基

本
的
権
利
で
あ
り
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
自
立
の
観
点
か
ら

も
重
要
で
あ
る
。
医
療
的
ケ

ア
児
の
支
援
に
は
、
医
療
か

ら
福
祉
、
保
育
、
教
育
に
ま

た
が
る
地
域
資
源
・
多
職
種

の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
健
全
な
発

達
・
発
育
を
促
進
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

５
．
短
期
入
所
は
、
医
療
的

ケ
ア
児
自
身
が
家
族
か
ら
離

れ
て
自
立
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
も
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
現
在
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
報
酬
で
は
、
高
度
な
医

療
的
ケ
ア
に
見
合
っ
た
収
入

に
な
ら
な
い
た
め
、
ニ
ー
ズ

に
見
合
う
だ
け
の
診
療
報
酬

の
課
題
を
改
善
す
る
。

中
間
答
申
提
出
の
際
に
中

尾
委
員
長
が
、
昨
今
の
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
医
療

材
料
を
多
く
使
用
す
る
医
療

的
ケ
ア
児
の
診
療
が
困
難
に

な
る
医
療
機
関
が
出
て
く
る

こ
と
に
懸
念
を
伝
え
た
こ
と

に
対
し
て
、
松
本
会
長
は
理

解
を
示
し
、
引
き
続
き
、
国

に
そ
の
対
応
を
求
め
て
い
く

意
向
を
示
し
た
。

小児在宅ケア検討委員会中間答申まとまる
小児の在宅医療提供体制を整備していくためには
                                診療報酬上の課題改善が必要

左から江澤常任理事、中尾委員長、松本会長お知らせ

　令和4・5年度小児在宅ケア検討委員
会の中間答申の全文は日本医師会ホーム
ページのメンバーズルームの「医師会活
動」の中の「会内委員会（報告書・諮問
等）」に掲載されていますので、ぜひ、
ご一読願います。
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第
17
回
男
女
共
同
参
画
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
、
「
医
師
の
働

き
方
改
革
に
寄
与
す
る
男
女

共
同
参
画
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
５
月
27
日
、
三

重
県
四
日
市
市
内
で
開
催
さ

れ
、
日
本
医
師
会
か
ら
は
松

本
吉
郎
会
長
を
始
め
、

田

徹
副
会
長
、
渡
辺
弘
司
・
神

村
裕
子
・
細
川
秀
一
各
常
任

理
事
が
出
席
し
た
。
対
面
で

の
開
催
は
４
年
ぶ
り
と
な
っ

た
。当

日
は
、
基
調
講
演
、
報

告（
２
題
）
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

総
合
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
、

医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
取

り
組
み
や
男
女
共
同
参
画
の

た
め
の
支
援
の
具
体
例
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
馬
岡
晋

三
重
県
医
師
会
副
会
長
に
よ

る
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
、

松
本
会
長
と
二
井
栄
三
重
県

医
師
会
長
、
来
賓
の
一
見
勝

之
三
重
県
知
事
（
代
理
：
服

部
浩
三
重
県
副
知
事
）
、
森

智
広
四
日
市
市
長
が
あ
い
さ

つ
し
た
。

松
本
会
長
は
、
ま
ず
、
２

０
２
４
年
か
ら
医
師
に
対
す

る
時
間
外
・
休
日
労
働
の
上

限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
勤
務

環
境
評
価
セ
ン
タ
ー
の
受
審

な
ど
、
早
め
の
準
備
を
要
請
。

「
医
師
の
働
き
方
改
革
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
師

の
健
康
等
を
確
保
す
る
一
方

で
地
域
医
療
に
支
障
を
来
さ

な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
医
療
従
事
者
と
し
て
医

療
の
質
は
絶
対
に
落
と
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
は
、
人
材
の
掘
り
起

こ
し
だ
け
を
目
指
す
も
の
で

は
な
く
、
男
女
が
共
同
す
る

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
形

を
実
現
す
る
、
人
権
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
と
指
摘
。「
働

き
方
改
革
は
、
全
て
の
医
師

が
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
た

め
の
制
度
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
は
、
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
が
根
強
い
わ
が
国

に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
後
押
し
す
る
上
で

も
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

基
調
講
演

基
調
講
演
で
は
、
浅
田
剛

夫
井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式
会

社
取
締
役
取
締
役
会
議
長

が
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
企
業
は
女
性
の
力
を
活

用
す
る
こ
と
無
し
に
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と

強
調
。
商
品
開
発
部
は
女
性

が
過
半
数
を
占
め
て
い
る

他
、
主
力
商
品
の
工
場
長
も

女
性
が
務
め
る
な
ど
、
女
性

の
活
躍
が
グ
ル
ー
プ
発
展
の

礎
と
な
っ
て
お
り
、
社
員
を

〝
素
直
に
率
直
に
正
確
に
〟

評
価
し
た
こ
と
が
現
在
の
状

況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し

た
。ま

た
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は

〝
人
材
の
人
財
化
〟
を
進
め

て
い
る
が
、
そ
の
際
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
個
々
人
そ
れ

ぞ
れ
の
差
異
を
認
め
て
話
し

合
い
な
が
ら
協
働
性
を
創
造

す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
と

と
も
に
、
「
評
価
と
平
等
、

機
能
の
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
も

重
要
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

報
　
告

報
告
で
は
、
小
泉
ひ
ろ
み

日
本
医
師
会
男
女
共
同
参
画

委
員
会
委
員
長
（
秋
田
県
医

師
会
長
）
が
、
同
委
員
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
解
説
。

前
期
諮
問
へ
の
答
申
内
容

や
、
委
員
会
が
行
っ
て
い
る

調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
に
提
案
し
た

「
都
道
府
県
医
師
会
の
女
性

役
員
比
率
」
「
日
本
医
師
会

代
議
員
に
お
け
る
女
性
比

率
」
等
に
関
す
る
数
値
目
標

は
未
達
の
状
況
で
あ
る
も
の

の
、
医
療
界
の
男
女
共
同
参

画
の
実
現
及
び
安
心
・
安
全

な
医
療
の
提
供
に
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を

示
し
た
。

神
村
常
任
理
事
は
、
17
年

目
を
迎
え
た
日
本
医
師
会
女

性
医
師
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、

登
録
か
ら
成
立
ま
で
利
用
料

が
無
料
で
あ
る
こ
と
や
、
年

齢
・
性
別
を
問
わ
ず
全
て
の

医
師
が
利
用
可
能
で
あ
る
な

ど
の
特
徴
を
説
明
。
ま
た
、

女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
再
就
業
支
援
と
し
て
動

画
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の
教

材
な
ど
を
作
成
し
て
い
る
と

し
、
医
師
の
働
き
方
改
革
に

向
け
た
動
画
「
輝
け
女
性
医

師
！
　

み
ん
な
で
つ
く
る

『
働
き
方
改
革
』
」
を
紹
介
し

て
、
そ
の
活
用
を
呼
び
掛
け

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
新
保
秀
人
三

重
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
説
明
。

働
き
方
改
革
の
目
標
が
〝
職

員
が
働
き
続
け
た
く
な
る
病

院
づ
く
り
〟
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
、
取
り
組
む
中
で
抽

出
さ
れ
た
問
題
点
や
具
体
的

対
策
を
示
し
た
他
、
三
重
県

認
証
「
女
性
が
働
き
や
す
い

医
療
機
関
」
認
証
制
度
の
受

審
に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
し
た
。

入
山
紀
美
子
医
師
（
亀
山

医
師
会
豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

は
、
わ
が
国
の
女
性
医
師
率

の
低
さ
な
ど
に
問
題
意
識
を

示
し
、
戦
後
の
歴
史
的
経
緯

等
の
要
因
は
あ
る
も
の
の
、

現
在
の
若
い
世
代
の
マ
イ
ン

ド
は
変
化
し
て
き
て
い
る
と

し
て
、
今
後
医
師
の
女
性
比

率
を
上
げ
て
い
く
必
要
性
を

第17回男女共同参画フォーラム

「医師の働き方改革に寄与する
       男女共同参画を目指して」をテーマに開催

強
く
主
張
し
た
。

医
学
部
の
同
級
生
夫
婦
で

あ
る
杉
本
昌
彦
山
形
大
学
医

学
部
眼
科
学
講
座
教
授
と
杉

本
由
香
三
重
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
血
液
・
腫
瘍
内

科
学
准
教
授
は
、
医
師
の
働

き
方
改
革
と
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
、
男
性
医
師
（
夫
・

父
）
、
女
性
医
師
（
妻
・
母
）

の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説

明
。
昌
彦
教
授
は
、
子
育
て

世
代
へ
の
配
慮
な
ど
で
時
短

勤
務
等
を
行
う
場
合
、
代
わ

り
に
業
務
を
請
け
負
う
人
へ

の
配
慮
が
必
須
と
し
た
上

で
、
女
性
の
み
で
は
な
く
、

全
体
を
俯ふ

か

ん瞰
し
た
ア
シ
ス
ト

が
必
要
と
し
た
。

由
香
准
教
授
は
、
女
性
医

師
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
育

児
や
介
護
中
に
ど
の
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く

か
が
課
題
と
し
た
上
で
、
ハ

ー
ド
面
の
整
備
や
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
の
他
、
医
師
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
以

外
は
タ
ス
ク
シ
フ
ト
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
勤
務
時
間
が

短
く
て
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
求
め
た
。

金
田
倫
子
三
重
大
学
医
学

部
附
属
病
院
産
婦
人
科
助
教

は
、
産
婦
人
科
を
中
心
に
女

性
医
師
の
現
状
及
び
三
重
大

学
病
院
産
婦
人
科
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
女
性
医
師
の
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

は
、
①
人
員
確
保
（
必
須
）

②
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

③
個
々
の
意
見
、
多
様
性
の

尊
重
④
仕
事
で
の
充
実
感
、

や
り
が
い
の
重
視
⑤
キ
ャ
リ

ア
形
成
が
で
き
る
環
境
づ
く

り

─
が
求
め
ら
れ
る
と
し

た
。

総
合
討
論

総
合
討
論
で
は
、
職
場
で

の
仕
事
の
調
整
に
対
す
る
考

え
方
や
責
任
者
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
重
要
性
、
地
域
の

医
療
機
能
の
集
約
化
に
関
す

る
質
問
等
に
つ
い
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
が
回
答
し
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

参
加
し
た

田
副
会
長
は
、

「
日
本
医
師
会
と
し
て
、
働

き
方
改
革
と
地
域
医
療
の
質

の
担
保
、
ど
ち
ら
も
両
立
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
、
意
見

等
が
あ
れ
ば
日
本
医
師
会
に

届
け
て
欲
し
い
と
呼
び
掛
け

た
。最

後
に
、
次
期
担
当
県
で

あ
る
香
川
県
医
師
会
の
久
米

川
啓
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

田
中
孝
幸
三
重
県
医
師
会
副

会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

な
お
、
次
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
令
和
６
年
４
月
27
日
に
高

松
市
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　本年4月に東京で行われた第31
回日本医学会総会におけるセッショ
ンの模様が本年7月31日まで、本
総会のホームページで一部オンデ
マンド配信されていますので、ぜひ、
ご活用願います。
　なお、視聴に当たっては、4月23日までに参加登録
を頂いた方は引き続き視聴可能ですが、
オンデマンド配信のみ視聴をご希望の
方は、参加登録（参加登録費：5,000円）
が必要となりますので、ご注意願います。

第31回日本医学会総会
オンデマンド配信のお知らせ

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
大

自
動
車
事
故
の
報
道
に
接
す

る
た
び
に
、
被
害
者
は
青
天

の
霹へ

き
れ
き靂
の
ご
と
く
、
一
瞬
に

し
て
命
を
失
い
、
当
事
者
は

無
論
で
あ
る
が
、
ご
家
族
の

無
念
さ
を
、
他
方
、
自
分
と

同
世
代
の
無む

こ辜
の
高
齢
者

が
、
図
ら
ず
も
加
害
者
に
な

り
、
一
瞬
に
し
て
、
営
々
と

し
て
築
き
上
げ
た
人
生
を
台

無
し
に
し
、
ま
さ
に
、
晩
節

を
汚
す
結
果
に
な
っ
た
無
念

さ
を
思
う
と
、
何
と
か
、
防

げ
な
か
っ
た
の
か
と
の
思
い

を
強
く
す
る
。

国
は
、
そ
の
原
因
と
し
て

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
知
症

に
的
を
絞
り
、
種
々
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
原
因
は
、
本

当
に
認
知
症
の
み
な
の
だ
ろ

う
か
。
何
か
、
他
に
も
あ
る

原
因
を
見
落
と
し
、
救
え
る

べ
き
手
段
を
講
じ
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。高

齢
者
の
病
態
的
特
性
、

自
分
も
超
高
齢
者
に
な
っ
て

体
験
す
る
よ
う
に
な
っ
た
身

体
症
状
、
そ
れ
が
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
の
重
大
自
動
車
事
故

の
あ
る
種
の
事
例
の
要
因
で

は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
老
年
症

候
群
に
も
含
ま
れ
て
い
る
低

血
糖
症
で
あ
る
。

あ
る
日
の
午
前
中
、
墓ぼ

さ

ん参

の
た
め
淡
路
に
。
正
午
頃
帰

宅
、
淡
路
の
道
の
駅
で
購
入

し
た
、
太
め
の
巻
寿
司
で
あ

る
健
康
巻
き
（
す
し
飯
が
少

な
く
、
具
が
多
く
、
し
か
も

具
は
野
菜
が
多
く
、
動
物
性

食
材
僅

き
ん
し
ょ
う少

）
一
本
を
家
内
と

分
け
合
っ
て
食
す
る
。

午
後
、
間
食
せ
ず
、
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
を
続
け
る
。
18
時

頃
、
気
分
が
悪
く
、
全
身

倦け
ん
た
い怠
感
も
あ
り
、
ソ
フ
ァ
に

横
に
な
る
。
血
圧
は
常
よ
り

高
く
、
頻
脈
気
味
。
食
欲
は

無
か
っ
た
が
、
大
盛
り
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
、
低
血

糖
の
可
能
性
も
あ
る
と
思

い
、
饅
頭
を
追
加
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
気
分
も
良

く
な
り
、
血
圧
、
脈
拍
共
に

正
常
化
し
た
。

テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
先
日

の
東
京
、
池
袋
で
の
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
重
大
自
動

車
事
故
に
続
い
て
、
こ
の
日

も
神
戸
市
で
、
高
齢
の
市
バ

ス
の
運
転
手
が
、
似
た
重
大

自
動
車
事
故
を
起
こ
し
た
と

報
じ
て
い
る
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が

ら
、
自
分
が
１
時
間
程
前
に

と
あ
る
休
日
の
朝
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
入
っ
た
袋
を
冷
凍

庫
か
ら
取
り
出
し
、
ガ
ラ
ス

小
皿
に
乾
い
た
豆
を
広
げ
計

量
。
ケ
ト
ル
の
ス
イ
ッ
チ
を

オ
ン
に
し
て
、
ハ
ン
ド
ミ
ル

の
ダ
イ
ヤ
ル
を
カ
チ
カ
チ
鳴

ら
し
て
そ
の
日
の
挽
き
目
を

決
め
る
。
豆
を
ミ
ル
に
入
れ

ニ
ト
ロ
ブ
レ
ー
ド
で
均
一
に

グ
ラ
イ
ン
ド
す
る
と
、
そ
こ

は
か
と
な
く
コ
ー
ヒ
ー
の
香

り
（
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
）
が
立

ち
込
め
る
。
そ
の
う
ち
水
が

沸
騰
し
、
リ
ン
ス
し
た
ぺ
ー

パ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
に
挽
い
た

豆
を
入
れ
て
、
湯
を
注
ぎ
、

蒸
ら
し
。
乾
い
た
豆
が
シ
ュ

ワ
ー
っ
と
膨
ら
む
と
同
時

に
、
芳

ほ
う
じ
ゅ
ん醇

な
香
り
（
ア
ロ
マ
）

が
広
が
る
。
そ
の
後
は
数
分

掛
け
て
コ
ー
ヒ
ー
を
抽
出
。

お
気
に
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
カ

ッ
プ
に
注
い
で
味
わ
い
つ

つ
、
色
と
香
り
（
ア
ロ
マ
、

フ
レ
ー
バ
ー
）
を
楽
し
む
。

な
か
な
か
理
想
ど
お
り
に

は
い
か
な
い
の
で
す
が
、
こ

ん
な
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
私

の
さ
さ
や
か
な
息
抜
き
に
な

っ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
１
冊
の
本
で

す
。帯

に
は
『
ま
る
で
魔
法
』

と
あ
り
、
本
に
は
コ
ー
ヒ
ー

抽
出
の
六
つ
の
ル
ー
ル
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と

お
り
に
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
れ

ば
誰
で
も
魔
法
の
よ
う
に
、

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め

る
と
。
作
者
は
ワ
ー
ル
ド
・

バ
リ
ス
タ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

な
る
男
性
で
、
以
来
、
私
は

勝
手
に
コ
ー
ヒ
ー
師
匠
と
呼

ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

本
に
は
お
す
す
め
の
器

陥
っ
て
い
た
低
血
糖
と
思お

ぼ

し

き
状
態
で
、
た
ま
た
ま
自
動

車
を
運
転
し
て
い
た
ら
ど
う

な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
と
振
り

返
っ
て
考
え
、
ぞ
っ
と
す
る

感
を
抱
い
た
。

高
齢
者
は
低
血
糖
に
な
り

や
す
い
か
、
そ
の
時
の
認
知

機
能
は
？
の
解
答
を
求
め
、

実
験
を
行
っ
た
上
、
東
京
池

袋
例
、
神
戸
市
バ
ス
例
、
前
後

の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

重
大
自
動
車
事
故
９
例
の
事

故
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。

こ
れ
ら
の
成
績
を
日
本
糖
尿

病
学
会
中
国
四
国
地
方
会
で
、

ま
た
、
論
文
を
「Diabetology 
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」
で
も
発
表
し
、
世
の

関
心
を
引
き
、
問
題
が
解
決

す
る
方
に
進
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
が
、
必
ず
し
も
事

態
は
そ
の
よ
う
に
は
展
開
し

な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
が
免
許
証
更
新
時
に
受
講

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
高

齢
者
講
習
会
で
、
低
血
糖
の

問
題
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
指
導

員
を
対
象
に
、
推
定
し
う
る

低
血
糖
の
重
大
自
動
車
事
故

発
生
の
機
序
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
え
が

多
く
の
事
例
の
事
の
始
ま
り

で
あ
る
。
ブ
レ
ー
キ
と
思
っ

て
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
間
違
え

た
際
、
運
転
者
は
減
速
す
る

と
思
っ
た
の
に
、
車
は
加
速

し
始
め
、
お
か
し
い
、
何
と

か
せ
ね
ば
と
、
ブ
レ
ー
キ
と

思
っ
て
間
違
え
て
い
る
ア
ク

セ
ル
を
思
い
切
り
踏
み
続
け

る
。
そ
の
結
果
、
車
は
時
速

１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
異

常
速
度
に
な
り
、
そ
の
パ
ニ

ッ
ク
状
態
が
２
、
３
秒
続
く

と
、
車
は
55
～
83
メ
ー
ト
ル

進
行
し
、
次
の
交
差
点
に
突

っ
込
む
こ
と
に
な
る
。

問
題
は
車
が
予
期
に
反
し

て
、
加
速
し
始
め
、
お
か
し

い
と
思
っ
た
時
、
異
常
が
起

こ
っ
た
原
因
が
何
か
と
、
と

っ
さ
に
判
断
で
き
る
か
否
か

で
あ
る
。
低
血
糖
の
状
態
で
、

認
知
機
能
、
思
考
力
が
低
下

し
て
い
る
場
合
、
瞬
時
に
、

誤
操
作
が
原
因
だ
と
判
断
で

き
に
く
く
、
そ
れ
が
２
～
３

秒
続
く
と
、
上
述
の
大
惨
事

に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
重
大
自
動
車

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
方
策
を
提
案
し
た

い
。空

腹
時
に
は
運
転
を
し
な

い
。
食
後
２
時
間
以
上
経
っ

て
い
る
時
に
は
、
ど
ら
焼
き
、

ま
た
は
大
福
、
ま
た
は
ド
ー

ナ
ツ
を
一
個
食
べ
て
運
転
す

る
。
２
時
間
以
上
運
転
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

運
転
し
始
め
て
１
時
間
ご
と

に
、
ど
ら
焼
き
な
ど
を
補
食

す
る
。
糖
尿
病
者
、
胃
切
除

者
、
医
師
に
間
食
を
止
め
ら

れ
て
い
る
者
な
ど
は
、
運
転

に
際
し
て
の
補
食
に
つ
い

て
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
、

そ
の
指
示
を
受
け
る
よ
う
に

す
る
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
世
間
一

般
に
広
く
知
れ
渡
る
た
め
に

は
、
文
字
媒
体
で
の
出
版
も

必
要
と
考
え
、
「
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
饅
頭
ひ
と
つ
」
な

る
拙せ

つ
ぶ
ん文

を
世
に
問
う
た
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
大

自
動
車
事
故
に
、
ど
れ
ほ
ど

の
割
合
で
低
血
糖
絡
み
の
も

の
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
そ
れ
を
起
こ
し
た
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
不
幸

な
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
の

あ
る
方
が
、
饅
頭
を
食
す
る

こ
と
で
、
難
を
免
れ
、
そ
の

類
い
の
事
故
が
皆
無
に
な
る

こ
と
を
念
じ
て
い
る
。

 

（
一
部
省
略
）

具
、
グ
ッ
ズ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
最
初
は
お
す
す

め
の
ハ
ン
ド
ミ
ル
の
購
入
だ

け
に
と
ど
め
て
い
ま
し
た

が
、
気
が
付
け
ば
師
匠
と
お

そ
ろ
い
の
温
度
調
整
付
き
ケ

ト
ル
、デ
ジ
タ
ル
ス
ケ
ー
ル
、

ド
リ
ッ
パ
ー
な
ど
購
入
し
て

い
ま
し
た
。『
ま
る
で
魔
法
』

で
し
た
。

冒
頭
の
言
葉
は
師
匠
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
表
す
言
葉
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
で
ホ

ッ
と
で
き
る
。
コ
ー
ヒ
ー
か

ら
生
ま
れ
る
何
げ
な
い
幸
せ

の
連
鎖
を
世
界
中
で
育
み
た

い
。
私
も
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ

て
、
平
和
な
時
を
育
み
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
は
そ
う
う
ま

く
は
い
か
ず
、
わ
が
家
の
中

で
は
新
た
な
火
種
が
燻

く
す
ぶ

り
か

け
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か

増
え
た
器
具
類
が
キ
ッ
チ
ン

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
占

拠
し
、
妻
の
調
理
や
後
片
付

け
の
邪
魔
に
な
り
、
い
つ
彼

女
の
不
満
が
爆
発
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
朝
、
彼
女
が

食
器
棚
を
整
理
し
棚
の
一
部

を
空
け
て
、
器
具
や
カ
ッ
プ

を
収
納
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
使

っ
た
も
の
は
そ
の
日
の
う
ち

に
洗
っ
て
拭
い
て
収
納
す
る

こ
と
、
決
し
て
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
に
放
っ
て
お
か
な
い

こ
と
！
　

半
ば
彼
女
が
折
れ

る
形
で
私
の
さ
さ
や
か
な
コ

ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
守
ら
れ
ま

し
た
。
感
謝
で
す
。
た
だ
し
、

こ
の
平
和
な
ひ
と
と
き
は
、

彼
女
の
愛
情
と
、
私
が
彼
女

と
の
約
束
を
遵

じ
ゅ
ん
し
ゅ守
し
て
こ
そ

保
た
れ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
ま
で
約
束
を
破
っ
た
と
見

な

さ

れ

た

息

子

達

の

Nintendo 3DS

やiPad

の
末

路
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。わ

が
家
の
こ
と
な
ど
、
取

る
に
足
ら
な
い
こ
と
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

徳島県
徳島県医師会報
NO.624より

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭

ひ
と
つ
　
救
え
る
命
も
あ
る
!!
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佐
藤
　
充
彦

侵
攻
、
日
本
周
辺
で
も
台
湾

問
題
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
。
先
日
は
、
自
衛
隊
の

パ
レ
ー
ド
の
一
環
で
は
あ
り

ま
す
が
Ｆ
15
戦
闘
機
が
福
井

の
空
を
飛
び
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
り
、
重
苦
し
い
時

代
の
雰
囲
気
を
感
じ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
先
日
、
何
げ

な
く
ネ
ッ
ト
で
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
」
「
コ
ー
ヒ
ー
」
と
検
索

を
掛
け
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
隠
れ
た

カ
フ
ェ
大
国
で
、
特
に
西
部

の
都
市
「
リ
ヴ
ィ
ウ
」
に
は

た
く
さ
ん
の
カ
フ
ェ
が
あ
る

こ
と
、
カ
フ
ェ
と
い
え
ば
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で

す
が
、
そ
こ
に
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
も
た
ら
し
た
の
が
、
リ
ヴ

ィ
ウ
出
身
の
商
人
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
思
い
掛
け
な
い
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
院
生
時
に
学
会
で
ウ

ィ
ー
ン
を
訪
れ
、
ホ
テ
ル
ザ

ッ
ハ
ー
で
、
本
家
の
ザ
ッ
ハ

ト
ル
テ
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
ん
だ
身
と
し
て

は
、
一
気
に
親
近
感
が
湧
き

ま
し
た
。

リ
ヴ
ィ
ウ
旧
市
街
は
東
欧

の
伝
統
様
式
と
、
イ
タ
リ
ア

や
ド
イ
ツ
な
ど
の
建
築
様
式

が
混
在
し
、
歴
史
地
区
と
し

て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
早
く
平
和

が
訪
れ
て
ほ
し
い
と
切
に
願

う
と
と
も
に
、
な
お
一
層
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
ホ
ッ
と

一
息
で
き
る
時
間
を
大
事
に

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

 

（
一
部
省
略
）

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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コ
ロ
ナ
禍
も
２
年
程
過
ぎ

た
５
月
の
最
終
月
曜
日
の
午

前
中
に
、
以
前
注
文
し
て
い

た
ワ
イ
ン
を
東
京
の
酒
屋
が

冷
蔵
車
で
届
け
て
く
れ
た
。

こ
の
会
社
の
社
長
と
は
20
年

以
上
の
付
き
合
い
で
、
食
事

の
お
い
し
い
店
に
よ
く
出
掛

け
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
時
を
同
じ
く

し
て
、
社
長
は
日
頃
か
ら
の

ワ
イ
ン
の
飲
み
過
ぎ
と
美
食

の
た
め
か
腎
臓
を
患
い
、
透

析
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
脳
梗
塞
に
な
り

施
設
に
入
所
し
、
娘
と
娘
婿

に
会
社
の
実
務
を
任
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

今
回
も
娘
婿
が
遠

路
は
る
ば
る
運
転
し

て
届
け
て
く
れ
た
の

だ
が
、
開
口
一
番
、

「
一
昨
日
の
土
曜
日
に
社
長

が
亡
く
な
り
ま
し
た
」。
心
筋

梗
塞
で
急
逝
し
た
と
の
こ
と
。

突
然
の
訃
報
に
、
社
長
と

の
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
よ
ぎ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

２
年
以
上
会
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
こ
よ
な
く
ワ

イ
ン
を
愛
し
、
温
度
湿
度
が

管
理
さ
れ
た
保
管
場
所
が
無

け
れ
ば
ワ
イ
ン
は
販
売
し
な

い
方
針
を
貫
き
、
ブ
ド
ウ
づ

く
り
か
ら
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
と
仲
間

達
と
協
力
し
、
夢

を
追
い
掛
け
た
道

半
ば
で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
お
別
れ
を
で

き
ず
に
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
下
火
に
な
っ
た
今
年
３
月

に
３
年
半
ぶ
り
に
東
京
を
訪

ね
て
、
や
っ
と
お
別
れ
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

久
し
ぶ
り
に
見
た
都
会
の

桜
の
花
は
田
舎
と
は
別
の
風

情
が
あ
り
、
人
波
に
圧
倒
さ

れ
て
帰
宅
し
た
。

５
月
８
日
か
ら
は
コ
ロ
ナ

も
５
類
感
染
症
に
な
り
、
世

の
中
は
こ
れ
ま
で
を
取
り
戻

す
か
の
よ
う
な
勢
い
で
動
き

出
し
て
い
る
。
３
年
以
上
に

わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
と
は
？　

歴
史
の
中
で
ひ
も
解
か
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

我
々
の
闘
い
は
当
分
続
く

が
、
早
く
穏
や
か
な
生
活
を

取
り
戻
し
た
い
。�

（
Ｓ
Ｋ
）

コ
ロ
ナ
禍
の
別
れ

第
１
２
７
回
ド
イ
ツ
医
師

会
年
次
総
会
が
ノ
ル
ト
ラ
イ

ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
の
エ
ッ
セ
ン
で
５
月
16
日

か
ら
19
日
を
会
期
と
し
て
、

「
健
康
教
育
：
知
識
か
ら
行

動
へ
」
、
「
医
療
専
門
職
に
お

け
る
自
由
と
責
任
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
同
医
師
会

ク
ラ
ウ
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

会
長
の
招
待
に
応
じ
、
日
本

医
師
会
か
ら

田
徹
副
会

長
、
今
村
英
仁
常
任
理
事
が

出
席
し
た
。

総
会
に
は
約
２
５
０
名
の

ド
イ
ツ
医
師
会
代
議
員
に
加

え
、
世
界
医
師
会
や
欧
州
各

国
医
師
会
か
ら
約
50
名
が
参

加
し
た
。

16
日
に
開
催
さ
れ
た
開
会

式
典
で
は
、
ル
ド
ル
フ
・
ヘ

ン
ケ
州
医
師
会
長
、
カ
ー

ル
・
ラ
ウ
タ
ー
バ
ッ
ハ
連
邦

保
健
大
臣
、
カ
ー
ル
ジ
ョ
セ

フ
・
ロ
ー
マ
ン
州
労
働
・
厚

生
・
社
会
大
臣
、
ト
ー
マ
ス
・

ク
ー
フ
ェ
ン�

エ
ッ
セ
ン
市

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
た
。

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
会
長
は
あ

い
さ
つ
で
、
「
約
55
万
人
の

医
師
を
代
表
す
る
組
織
と
し

て
の
最
も
重
要
な
任
務
の
一

⻆田副会長・今村常任理事

ドイツ医師会年次総会に出席

つ
は
、
医
療
分
野
の
異
な
る

専
門
職
の
連
携
を
推
進
す
る

こ
と
に
あ
る
」
と
強
調
。
ま

た
、
困
難
な
時
期
に
総
会
に

参
加
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
医
師

会
の
代
表
を
歓
迎
し
、
医
療

支
援
を
通
じ
た
連
帯
の
意
を

表
明
し
た
。

な
お
、
会
期
中
に
は
ド
イ

ツ
医
師
会
の
会
長
選
挙
も
行

わ
れ
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
会
長

が
再
選
（
２
期
目
）
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
今
回
の
出
張
中

に
は
ド
イ
ツ
連
邦
保
険
医
協

会
と
の
面
談
も
行
い
、
ア
ン

ド
レ
ア
ス
・
ガ
ッ
セ
ン
会

長
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ホ
ー
フ

マ
イ
ス
タ
ー
副
会
長
、
シ
ビ

ル
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
副
会
長

と
の
間
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
へ
の
対
応
、
医
師
の
労
働

時
間
や
働
き
方
、
医
師
の
偏

在
等
、
両
国
の
医
療
政
策
に

お
け
る
最
新
の
動
向
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後

も
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
た
。

ラインハルトドイツ医師会長（右から3人目）
ヘンケ州医師会長（右端）

中央から右に、ドイツ連邦保険医協会のガッセン会長、
シュタイナー副会長、ホーフマイスター副会長



（7）第1482号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和5年6月20日

第
５
回
全
国
医
師
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
を
開
催

全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
と
日
本
医
師
会
と
の
共
催
に
よ
り

書
籍
紹
介

候補者募集を
             開始

─都道府県医師会への推薦にご協力を─

第12回
日本医師会

　日本医師会では、今年度12回目を迎える「日本医師会　赤ひげ大賞」
の候補者の募集を開始しました。
　本賞は、地域に根差した「かかりつけ医」として、地域住民の日々
の健康管理と診療を親身になって行っている、「現代の赤ひげ」と言
うべき医師を顕彰すべく、平成24年に創設したものです。
　これまで毎年5名の「赤ひげ大賞」受賞者を決定するとともに、第
8回からは「赤ひげ功労賞」を新設し、その功績をたたえています。
　会員の先生方におかれましては、若くても、地域住民のために新
たな取り組みを開始されたような医師や後進の育成に貢献した医師
など、身近に赤ひげ大賞にふさわしいと思われる方がおられました
ら、ぜひ、ご所属の都道府県もしくは郡市区等医師会にご紹介願い
ます（ただし、自薦は不可）。
《推薦要領》
【目的】�地域の医療現場で健康を中心に地域住民の生活を支えている

医師にスポットを当て、その活躍を顕彰することで、各地の
医療環境整備、医療活動の充実に寄与することを目的とする。

【主催】日本医師会、産経新聞社
【後援】厚生労働省、フジテレビジョン、BSフジ
【協力】都道府県医師会
【特別協賛】太陽生命保険
【表彰】�都道府県医師会長から推薦された候補者の中から、日本医師

会役員を含む第三者を交えた選考会において「赤ひげ大賞」
受賞者5名と「赤ひげ功労賞」受賞者若干名を決定し、表彰
を行う。
�「赤ひげ大賞」受賞者には、賞状と記念品及び賞金100万円を、
「赤ひげ功労賞」受賞者には賞状をそれぞれ贈呈する。

【対象者】
●�病を診るだけではなく、地域に根付き、その地域のかかり
つけ医として、生命の誕生から看取りまで、さまざまな場
面で住民の疾病予防や健康の保持増進に努めている医師
●�日本医師会あるいは都道府県医師会の会員で現役の医師
（ただし、現職の日本医師会・都道府県医師会役員は除く）
※�過去の受賞者は、日本医師会（https：//www.med.or.jp/
people/akahige/）あるいは「赤ひげ大賞」（https://www.
akahige-taishou.jp/）の公式ホームページをご参照下さい。

【推薦方法】�本賞受賞にふさわしいと思われる方1名を各都道府県医
師会長が推薦
※�過去に推薦された方あるいは「赤ひげ功労賞」受賞者
でも、「赤ひげ大賞」候補者として再度推薦頂くこと
は可能です。ただし、「赤ひげ功労賞」の受賞は1回限
りとなります。

【提出期限】令和5年8月31日（木）

第
５
回
全
国
医
師
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
を
、
全
国
医
師

協
同
組
合
連
合
会
と
日
本
医

師
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
５

月
３
、
４
の
２
日
間
、
岐
阜

県
関
市
内
で
開
催
し
た
。

本
大
会
は
、
ゴ
ル
フ
競
技

を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親

睦
・
研け

ん
さ
ん鑽
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
各
都
道
府
県
医
師
会
代

表
選
手
に
よ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
戦
（
団
体
戦
・
個
人
戦
）
、

任
意
の
同
好
者
に
よ
る
一
般

戦
を
行
っ
た
。
日
本
医
師
会 個人戦で優勝した竹内善治先生（左）

優勝した大分県医師会チーム

が
主
催
す
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

戦
に
は
38
都
道
府
県
か
ら
74

名
の
代
表
選
手
が
、
一
般
戦

に
は
25
名
が
出
場
し
た
。

当
日
は
、
好
天
の
下
、
松

本
吉
郎
会
長
に
よ
る
開
会
宣

言
に
続
き
、
競
技
が
行
わ
れ
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
団
体
戦
で

は
大
分
県
医
師
会
チ
ー
ム

が
、
個
人
戦
で
も
大
分
県
医

師
会
の
竹
内
善
治
氏
が
、
そ

れ
ぞ
れ
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
に
現
地

で
表
彰
式
を
行
い
、
団
体

戦
・
個
人
戦
の
優
勝
者
、
２

位
、
３
位
の
選
手
が
、
松
本

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

画
像
診
断
に
絶
対
強

く
な
る
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
３

何
ひ
と
つ
見
逃
さ
な
い

た
め
の
読
影
の
ポ
イ
ン

ト！

扇　

和
之　
　

堀
田
昌
利　

編

本
書
は
、
月
刊
誌
に
連
載

さ
れ
て
い
た
内
容
を
刷
新

し
、
ま
と
め
た
書
籍
シ
リ
ー

ズ
の
３
冊
目
と
な
る
。

初
期
研
修
医
・
若
手
医
師

を
対
象
に
、
全
身
に
行
う
画

像
診
断
に
お
け
る
解
剖
・
病

態
の
知
識
か
ら
読
影
の
ポ
イ

ン
ト
、
画
像
検
査
の
前
に
知

っ
て
お
く
べ
き
こ
と
ま
で
が

幅
広
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、

画
像
診
断
に
臨
む
た
め
の
多

角
的
な
視
点
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
精

度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。中

枢
神
経
や
腹
部
病
変
な

ど
で
陥
り
や
す
い
ピ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ル
や
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19

肺
炎
の
鑑
別
ポ
イ
ン
ト
、
造

影
剤
の
副
作
用
対
応
な
ど
押

さ
え
て
お
く
べ
き
知
識
も
満

載
で
、
本
文
は
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
模
し
て
会
話
形
式

で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
読
み
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
文
中
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス
で

き
る
「
ポ
イ
ン
ト
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ

Ｘ
」
も
充
実
し
て
お
り
、
効

率
よ
く
画
像
診
断
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
一
冊

と
言
え
る
。

定
価　

４
４
０
０
円（
税
込
）

発
行　

羊
土
社

本
書
は
消
化
器
疾
患
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
が
、
国
内
外
の

最
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
エ
ビ

デ
ン
ス
の
中
か
ら
重
要
な
情

最
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
く

消
化
器
疾
患 

診
療
指

針2023- ’24

中
島　

淳　

編

報
を
解
説
し
て
お
り
、
「
ど

う
い
う
疾
患
・
病
態
か
」「
治

療
に
必
要
な
検
査
と
診
断
」

「
治
療
の
実
際
」
「
処
方
例
」

「
専
門
医
に
紹
介
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
」
「
専
門
医
か
ら
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
」
に
分
け
て
、
非
専
門
家

で
も
理
解
で
き
る
よ
う
平
易

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
（
１
）
消

化
管
疾
患
、（
２
）
肝
疾
患
、

（
３
）
胆
・
膵
疾
患

─
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
項
目
ご

と
に
、
「
胃
が
ん
検
診
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」「
十
二
指
腸
非

乳
頭
部
腫
瘍
の
内
視
鏡
治
療
」

「
肝
疾
患
に
伴
う
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
」「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
超
音
波

内
視
鏡
の
膵
腫
瘍
診
断
」「
超

音
波
内
視
鏡
に
よ
る
ド
レ
ナ

ー
ジ
」
な
ど
の
12
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
現
況
」

で
は
、
最
近
発
刊
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
内
容

が
、
各
専
門
家
の
先
生
に
よ

り
加
筆
さ
れ
、
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
大
変
使
い
や
す
い
。

消
化
器
専
門
医
で
も
、
肝

臓
、
消
化
管
、
膵
臓
胆
嚢
領

域
と
広
範
な
領
域
を
カ
バ
ー

で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。
自
分
の
専
門
外
の
領
域

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
際
に
、
多

く
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
手
元

に
置
く
こ
と
な
く
、
最
新
の

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
多

忙
な
医
師
に
と
っ
て
有
用
な

書
籍
と
言
え
る
。

定
価　

１
１
０
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

総
合
医
学
社
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令和5年度
　　都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会

組織強化と医師の働き方について
    　　　　　　　　　活発に協議

当
院
は
本
州
最
北
端
、
初

競
り
で
有
名
な
「
大
間
ま
ぐ

ろ
」
が
揚
が
る
青
森
県
大
間

町
に
あ
り
、
隣
接
す
る
風
間

浦
村
・
佐
井
村
と
合
わ
せ
約

８
２
０
０
人
の
医
療
圏
で
あ

る
。当

院
の
夜
間
休
日
は
医
師

１
名
で
全
科
当
直
し
て
い
る

が
、
相
方
は
看
護
師
の
み
で

あ
る
た
め
、
採
血
し
た
ら
自

分
で
遠
心
に
掛
け
、
機
械
に

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
結
果
が

出
た
ら
電
子
カ
ル
テ
に
送
信

す
る
。
Ｃ
Ｔ
も
医
師
が
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
し
、
範
囲
を
設

定
し
撮
影
す
る
。

こ
れ
を
聞
く
と
「
医
師
の

業
務
過
多
な
ブ
ラ
ッ
ク
病

院
」
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
当
院
常
勤
医
は
月

２
回
以
上
の
週
末
フ
リ
ー
を

実
現
、
２
０
２
３
年
３
月
に

は
宿
直
許
可
も
取
得
で
き

た
。
常
勤
医
師
６
名
全
員
が

上
記
業
務
を
覚
え
、
こ
な
し

て
く
れ
て
い
る
。

看
護
局
の
理
解
が
あ
る
の

も
う
れ
し
い
。
青
森
県
は
飲

酒
量
が
多
い
た
め
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
硬
変
も
多
く
、
難
治

性
腹
水
に
悩
ん
で
い
る
患
者

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
私
が

赴
任
し
た
時
、
当
院
で
は
Ｃ

Ａ
Ｒ
Ｔ
（
腹
水
濾
過
濃
縮
再

静
注
法
）
を
行
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
病
棟
師
長
に
有
用

性
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
よ

し
、
う
ち
で
も
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
勉

強
会
を
開
き
、
提
案
か
ら
１

カ
月
後
に
は
１
例
目
の
施
行

が
で
き
た
の
は
、
向
上
心
あ

る
看
護
師
達
が
い
て
く
れ
た

か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

事
務
局
の
動
き
も
良
い
。

画
像
を
他
院
と
共
有
で
き
る

ア
プ
リ
「Join

」
が
保
険
診

療
へ
運
用
開
始
さ
れ
た
の
は

２
０
１
６
年
で
あ
る
が
、
事

務
長
に
「
こ
ん
な
の
が
あ
る

ん
で
す
よ
」
と
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
「
よ
し
、
う
ち
と
む

つ
総
合
病
院
と
の
連
携
に
使

い
ま
し
ょ
う
」
と
、
最
寄
り

（
と
言
っ
て
も
車
で
１
時
間
）

の
高
次
医
療
機
関
と
の
連
携

も
含
め
て
進
め
て
く
れ
、
２

０
１
９
年
に
導
入
と
な
っ

た
。
運
用
を
開
始
し
た
初
年

か
ら
70
例
で
活
用
さ
れ
、
昨

年
度
は
１
０
０
例
を
超
え
て

活
用
さ
れ
た
。

「
人
材
は
宝
な
り
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
。
医
療
は
日
々

変
化
し
て
お
り
、
そ
の
変
化

に
対
応
し
て
い
け
る
う
ち
の

ス
タ
ッ
フ
を
、
今
後
も
大
事

に
し
て
い
き
た
い
。

うちのスタッフ自慢

国民健康保険大間病院院長　安齋　遥

協
議
会
は
今
村
英
仁
常
任

理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭

あ
い
さ
つ
し
た
松
本
吉
郎
会

長
は
、
会
長
就
任
以
来
、「
医

師
会
組
織
強
化
」
を
最
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
会
務
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
述

べ
た
上
で
、
今
年
度
よ
り
実

施
し
て
い
る
医
学
部
卒
後
５

年
目
ま
で
の
会
費
減
免
に
つ

い
て
、
多
く
の
都
道
府
県
及

び
郡
市
区
等
医
師
会
で
も
同

様
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
謝
意
を
表
明
。

「
会
費
減
免
終
了
後
も
医
師

会
に
定
着
す
る
流
れ
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
郡
市
区
等
並

び
に
都
道
府
県
医
師
会
と
日

本
医
師
会
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
」

と
し
、
引
き
続
き
の
協
力
を

求
め
た
。

ま
た
、「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
に
つ
い
て
は
、「
勤
務
医
を

過
重
労
働
か
ら
守
り
つ
つ
、

地
域
医
療
提
供
体
制
へ
の
影

響
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
が
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
改
革
は
医
療

の
質
の
担
保
と
い
う
観
点
が

少
し
軽
視
さ
れ
て
い
る
」
と

し
て
懸
念
を
示
し
、
医
療
の

質
を
落
と
さ
ず
に
改
革
を
進

め
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。

続
い
て
、
令
和
４
年
度
全

国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連
絡

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
浦
田

士
郎
愛
知
県
医
師
会
理
事

が
、
令
和
４
年
10
月
15
日
に

名
古
屋
市
内
に
お
い
て
対
面

で
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
を
経

て
、
日
本
の
医
療
提
供
体
制

の
潜
在
的
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
が
露
呈

し
た
と
の
認
識
の
下
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
並
び
に
議
論
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
「
愛
知
宣

言
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
同

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
樋
口

毅
青
森
県
医
師
会
常
任
理
事

が
「
２
０
２
４
年
、
変
わ
る

勤
務
医
、
輝
く
勤
務
医
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
10

月
７
日
に
青
森
市
内
で
開
催

す
る
こ
と
を
説
明
。
健
康
・

に
つ
い
て
講
演
。
令
和
４
年

４
月
に
、
厚
生
労
働
省
よ
り

日
本
医
師
会
が
「
医
療
機
関

勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
評
価
セ
ン
タ
ー
）

に
指
定
さ
れ
て
以
降
の
評
価

受
審
の
受
付
状
況
や
、
審
査

申
し
込
み
の
際
の
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

そ
の
中
で
、
同
常
任
理
事

は
、
①
令
和
６
年
４
月
以
降
、

医
師
労
働
時
間
短
縮
計
画

（
時
短
計
画
）
は
毎
年
都
道

府
県
に
提
出
す
る
②
書
類
作

成
の
不
備
を
避
け
る
た
め
、

医
師
労
働
時
間
計
画
の
作
成

に
当
た
っ
て
は
「
医
療
勤
務

環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
勤
改
セ
ン
タ
ー
）
の
助
言

を
受
け
る
③
Ｃ
─

２
水
準
の

指
定
を
受
け
る
に
は
厚
労
省

の
委
託
を
受
け
た
「
審
査
組

織
」
に
受
審
申
請
す
る
④
宿

日
直
許
可
を
受
け
て
い
る
か

否
か
に
応
じ
た
労
働
時
間
管

理
を
行
う

─
こ
と
が
必
要

と
強
調
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
も
の
に
比

べ
、
改
正
医
療
法
に
基
づ
く

面
接
指
導
（
追
加
的
健
康
確

保
措
置
）
は
実
施
要
件
が
厳

し
く
な
る
こ
と
や
、
令
和
６

年
４
月
ま
で
に
水
準
適
用
を

受
け
る
た
め
に
は
今
年
10
月

ま
で
に
は
受
審
申
請
し
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た

他
、
令
和
４
年
10
月
に
公
開

さ
れ
た
「
医
療
機
関
の
医
師

の
労
働
時
間
短
縮
の
取
組
の

評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
評
価
項
目
と
評
価
基
準
）

解
説
集
」
に
つ
い
て
、
医
療

機
関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

こ
れ
ま
で
医
療
機
関
か
ら
提

出
さ
れ
た
自
己
評
価
シ
ー
ト

の
内
容
を
踏
ま
え
、
５
月
19

日
に
「
要
約
版
」
を
評
価
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
た
こ
と
を
報
告
。
そ

の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、

円
滑
な
受
審
の
た
め
に
は
、

で
き
る
だ
け
間
違
い
の
少
な

い
資
料
の
提
出
が
重
要
に
な

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

各
講
演
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
日
本
医
師
会
の
組

織
率
向
上
の
た
め
の
具
体
的

施
策
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
今

村
常
任
理
事
は
、
医
学
生
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し

て
、
大
学
と
の
関
係
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の

認
識
を
示
し
た
上
で
、現
在
、

松
本
会
長
の
指
示
の
下
、
日

本
医
師
会
の
常
勤
役
員
が
所

属
都
道
府
県
医
師
会
管
内
の

大
学
医
学
部
等
に
出
向
き
、

日
本
医
師
会
と
の
関
係
強
化

に
努
め
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
日
本
医
師
会
の
考
え
方

や
活
動
の
意
義
を
直
接
説
明

す
る
中
で
、
入
会
促
進
に
向

け
た
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い

る
こ
と
等
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の
受

審
申
請
と
そ
の
評
価
に
関
す

る
情
報
が
、
評
価
セ
ン
タ
ー

と
勤
改
セ
ン
タ
ー
の
間
で
ど

の
程
度
共
有
で
き
て
い
る
の

か
問
わ
れ
た
城
守
常
任
理
事

は
、
全
国
の
勤
改
セ
ン
タ
ー

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
評
価
実
績
が
積
み
上

が
る
に
従
い
、
サ
ー
ベ
イ
ヤ

ー
の
評
価
軸
も
定
ま
っ
て
き

て
い
る
と
し
て
、
今
後
も
厚

労
省
と
調
整
・
相
談
を
重
ね

な
が
ら
、
評
価
業
務
を
継
続

し
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

　今号では、5月24日、テレビ会議システムを用いて、
日本医師会館で開催された令和5年度都道府県医師会勤
務医担当理事連絡協議会の模様を紹介する。

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
と
い
っ

た
話
題
に
加
え
、

第
８
次
医
療
計

画
、
新
興
感
染
症
、

救
急
救
命
等
の
課

題
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
期
待

感
を
示
し
た
。

協
議
で
は
、
ま

ず
、
今
村
常
任
理

事
が
「
医
師
会
の

組
織
強
化
に
向
け

て
」
と
題
し
て
講

演
。同

常
任
理
事

は
、
冒
頭
、
日
本

医
師
会
の
組
織
率

の
現
況
等
を
説
明

し
、
会
費
減
免
の

対
象
と
な
る
医
学

部
卒
後
５
年
目
ま

で
の
期
間
に
お
け

る
働
き
掛
け
が
重

要
に
な
る
と
の
認

識
を
示
し
た
。

ま
た
、
日
本
医
師
会
の
果

た
し
て
い
る
重
要
な
役
割
と

し
て
、
郡
市
区
等
及
び
都
道

府
県
医
師
会
か
ら
の
要
望
を

吸
い
上
げ
、
国
に
伝
え
、
政

策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
働
き

掛
け
る
こ
と
が
あ
る
と
強

調
。
そ
の
上
で
、
地
域
に
根

差
し
て
診
療
し
て
い
る
会
員

の
活
動
一
つ
一
つ
が
ま
さ
に

医
師
会
活
動
そ
の
も
の
で
あ

る
と
し
、
多
く
の
医
師
が
日

頃
か
ら
地
域
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
広
報
す
る
重
要
性
を

指
摘
し
た
。

次
に
、
城
守
国
斗
常
任
理

事
が
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
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